
時
事
問
題

資
本
勢
働
調
和
問
題

資

本
労
働

調
和

問
題

第
八
巻

(第
二
號

δ

六
)
.
二
五
二

漁

戸
,

■正

雄

ラ
一

　
く

コ

ズ

ロ

近
時
日
本

に
も
同
盟
罷
工
が
績
生
す
る
ご
ご
に
な
つ
授
。
其
に
輩
純

な
感
情

の
行
違
、に
原
因
す
る
も

の
も
あ

る

「が
、
併

し
勢
働
條
件

の
改
善
を
要
求
す

る
も

の
も
あ
り
、
近
頃
は
後
者

が
増

え
て
来
て
居

る
。
従
来
我
国

で
は
同

盟
罷
工
は
治
安
警
察
法
年

老
條
に
依

っ
て
禁
制
さ
れ
て
居

つ
投
が
、
併

し
時
勢

の
進
歩

に
促
さ
九
て
官
憲

の
之
に

封
ず
る
態
度
も
攣
化
し
、
勢
働
者

の
之
を
行
ふ
方
法
も
巧
妙
に
な
っ
て
、
漸
次
罷
工
に
封
ず
る
抑
塵
も
寛
大
に
な皿

一
り
罷
工
の
目
的
を
達

す
る
場
合

が
殖
え
つ
㌧
あ

る
と
い
ふ
の
が
眞
相
で
あ
る
ご
い
ふ
ご
ヒ
で
あ

る
。
併
し
同
盟
罷

一
工
を
禁
煙
す
る
の
法
規
を
存
し
つ
N
、
之
が
適
用
に
よ

っ
て
法

の
精
脚

に
反
す
る
こ
建
を
組
す
ご
い
ふ

の
は
、
法

治
国
に
あ
み
ま
じ
き
こ
埴
」
も
考

え
ら
る
工
。
若
も
夫

の
規
定
が
時
勢

に
滴
〔は
争

ご
い
ふ
な
ら
拭
、
蜜
了
ろ
…進
ん
で

.

夫

の
規
定
に
修
訂
を
加
ふ
る
の
が
適
當

で
あ
る
ま

い
か
ε
い
ふ
ご
ε
が
先
づ
問
題

こ
な
る
。
併
し
又
更

に
進
ん
で

考
ふ
る
ご
之

に
修

訂
を
加
ふ
み
の
結
果
は
多
少
同
盟
罷
工
を
助
長
す
る
の
傾
も
生
ウ
る
。
熱

る
&
き
は
果
し
て
此

.

罷
工
が
望
ま
し
き
も
の
な

る
か
如
何
。
其
が
望
ま
し
き
も
の
な
ら
ば
則
ち
止
む
。
若
も
此
が
必
ず
し
も
望
ま
し
き

…
も
の
に
非
す
ご
す
る
な
ら
ば
、
之
を
し
て
生
せ
ざ
ら
し
む
る
に
足

る
丈
け

の
緩
和
剛
が
他

に
之
な
き
や
が
次

の
間
.

…
題

と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。更
ら
に
夫

の
同
盟
罷
工
を
認
む
る
こ
ε

、
な
れ
ば
、労
働
者

の
組
織
す
る
勢
働
組
合
.

.

も
當
然
認
め
嬢
一
て
は
な
ら
滋
が
、
其

に
し
て
も
唯
だ
之
を
獣
請
す
る
9
い
ふ
に
止
む

る
か
、
或

は
…進
ん
で
法
規

.

、

.

」

,



「ぎ

を
認
あ
で
相
當

の
指
謹

督
・
袈

　

可
・
芋

ぎ

・
き

嘉

問
題
蒙

る
・
.凡
そ
砦

の
蟹

は

糊

問
題
中
の
最
も
困
難
な
問
題
で
、
之
が
解
決
蓋

だ
六
・
か
㌻

異

・
・
之
が
解
決
を
過
　

に
於
て
は

測

る
べ
か
象

る
弊
に
苦
し
ま
撃

て
ば
な
鼠

。
宜
し
客

方
面
の
衆
智
集

め
て
毒

し
な
く
て
ば
な
ら
な

%

。
叢

磨

於
て
も
最
愼
募

態
度
を
以
て
此
問
題
の
研
究
に
肇

・
居
・
課

ふ
・
於
て
・
吾
人
篇

外
の

塵

究
ε

て
藪
空

私
見
を
披
瀝
し
て
参
考
に
供
レ
奮

・患

ふ
・

㎝.

二

.

'

.

　

く

撫

強

請
綴

繕

麟灘
縫
難
鞭
簸
舗
編
補講

ご
共
。
、人
。
哲
學
的
見
蟹

相
蕩

…

、も
黒
具

・
馨

の
臭
き

・
へ
　

の
患

ふ
・養

の
黙
か
ら

・
て
見
る
ご
、
恐
ら
比

量

・
つ
・
て
人
・
・
見
蟹

辛

し
五

教
を
見

ぎ

募

讐

も
の
で
あ
ら
う
℃

暴

縫

鞍
難

繍
鱈霧

舞

鷲
繹

課
鷺
凝舗

.

人
世
親
。
楚

か
、
し
て
異
っ
た
藷

に
達
し
得
・
冨

う
し
て
も
此
世
・
は
馨

避
く
べ
か
.ち
室
否
な
馨

は

む
し
ろ
難

の
母
に
、
て
選
。
・
動

・
・
　

の
と
見
欠

・
・
見
・
ぱ
、
蕩

誉

馨

運
勢

共
同
羅

、、

一
工
も
篤

柳
ゆ
へ
蓮

臭

き
も
・
で
は
び

、
盆
高

曇
・
鑑

ミ

も
す
へ
き
も
の
氏

は
な
く
て
は
な
ら

ゐ

。
併
し
人
葦

和
。
於
.。
理
想
を
馨

、
調
和
・
於
・
葉

を
撃

・
な
5
ぱ
、
成

・
へ
く
髭

同
罷

工
が

尋

芽

、
蓼

姜

る
目
的
手

・
所
・
馨

も
避
け
蕉

誤

ふ
考
遙

・
碁

を
得
ぬ
・
単

純
に
外
國
に

時
事
膿

菓

欝

調
和
鰐
.

第
八
巻
.
(第
二
號

言

七
)
.
二
五
三

、

■



皿
時
藩

題

菓

欝

鶏

問
題

第
八
登

第
二
磐

。
入
〕

二
五
四

為

あ
。
霰

に
、
我
・
之
を
學
ざ

・
・
宅

・
奮

、
我
・
参

し
て
暴

く
し
て
良

く
菱

代
は
る
へ

姦

。
　

頁
　

・
が
・

…

ぱ
、
む
し
ろ
之
・
探

・
蕊

き

く

・
・
な
く
て
は
な
ら
蹟
・
そ
し
て
私

一
あ
見
解
。
喬

。
。
、
な
蕩

、
矢
張
り
私
自
か
ら
の
蓬

か
ら
七
て
霜

姦

督

し
・
堕

て
出
來
る
だ
け
.

澗

罷

工
。
避
。
・
し
ご
考
ふ
・
あ

曇

・
・
。
併
・
蒼

・
が
故
・
翌

聾

・
塗

す
を

募

動
組
合

藁

。
な
い
系

・
ふ
・
墓

主
張
す
・
の
で
は
な
"
、
む
・
ろ
同
罷

工
も
蕎

馨

も
倉

の
藩

の
下
に

.

は
+
蒙

.法
的
の
も
2

し
て
承
認
す
・
も
の
で
あ
・
、
共
鏡

想
窺

誓

の
相
違

で
あ
る
・
理
聾

し
て
は

擁

の
も
の
。
ビ
、て
済
む
・
蒙

る
こ
墓

望
・
し
・
。
併
・
現
讐

・
て
・
倉

の
資
本
家
的
私
有
財
需

の

輕

濟
組
織
。
於
て
は
鐘

想
が
到
醤

行
・
れ
・
・
探

を
彗

て
居
・
・
含

・
鍵

書

蛮

の
支
配
雫

　
に
、
欝

者
の
満
足
す
・
だ
け
の
斎

外
者
・
・
皐

・
傘

・
・
調
和
慈

ら
く
望
み
讐

・
其
れ
整

紫

態

。
下
。
は
馨

秀

手
段
に
依
る
畢

が
鍵

的
茎

讐

響

・
筆

・
・
薩

な
っ
て
も
夷

の
傷

者

…
の
他
階
級
の
、
。
よ
り
侵
害
さ
れ
な

ご
謬

得

へ
・
利
益
・
回
復
・
墾

・
努
力
・
或
掌

糠
隙

膵

譲

助
、
物
欝

損
害
を
超
越
し
砦

華
華

し
て
肚
會
が
之
を
承
認
す
る
の
欝

な
い
・

菖

.

.

、

、

ρ

く

斯
く
私
募

留

A
.霧

や
同
罷

工
を
理
督

し
亟

ま
し
廉

意

思
ふ
・
併
・
此
高

覧

倉

の
資

凄

的
欝

襲

撃

に
事
漿

某

築

辱

な
き
・
螢

を
蜜

て
、
勢
響

潜

薯

書

し
警

蜀

㎜
し
て
は
不
當
を
認
.む
。
も
の
で
あ
ゑ

然
皇

て
私
.は
事

し
も
此
現
奮

肚
禽

度
を
難

し
て
馨

主
義
的

国
家
を
作
れ
ご
。
ふ
・
で
は
な
い
。倉

・
資
本
制
、含

の
私
有
財
産
制
の
下
・
於
て

も
之
多

少
鍵
形
し
て
勢



」.働
奮

摯

、る
の
配
當
を
+
分
傘

な
・
程
度
藁

め
る
仕
組
が
行
は
れ
・
警
.
資
本
曇

働
あ

調
和
が
号
.

冠

得
る
患

ふ
。
帥
・・
今
日
の
如
壷

黎

・
裏

家
本
位
で
は
?

、
併
し
乍
麦

蕩

楽

位
で
も
な

く
・

一

粟

家
蕩

雪

菜

位
の
親
鍵

墨

・
患

・
.
或
・
併
・
棊

畢

某

制
組
轡

…

な
い
か
も
知

.

れ
な
い
。
併
し
街
ほ
某

家
が
妻

の
経
楚

當
る
こ
蓬

け
は
存
緩
し
得
・
。
私
有
財
産
制
が
資
本
に

も
存
続

.

し
得
る
。必
ず
し
も
蕩

喬

資
本
を
看
た
せ
て
蕃

資
本
窪

引
上
け
す
里

民
℃

労
働
者

量

純
な
る
.鬱

蒼

し
て
も
資
査

舞

に
大
望

・
力
の
貢
献
者
ぜ
し
.て
、
分
配
上
馨

に
豊

せ
暑

≧

藁

架

れ
ば

資

本
楊

・
間
に
籍

・
・
關
係
が
得
ら
・
ミ

墨

。
理

之
を

屠

具
欝

に
い
ふ
な
ら
ば
・
事
業

よ
り
生

一
じ

た
唱
和
奮

、
繁

的
の
並
.蓮
利
潤
だ
け
引
去
・
養

　

資
奮

蕩

誉

・
均
…

の
で
…

勿

論

真
前
に
薬

屋

糞

の
一
荘

て
普
逓
の
勢
賃
た
け
を
引
去
っ
て
置
か
磐

て
は
.な
ら
ぬ
・
警

於
て
か
次

天

間
讐

な
。
は
並目通
の
利
潤
、
曲目誓

餐

の
定
め
方
で
あ
嘉

、
砦

如
き
も
の
持

う
し
て
も
國
窪

い

ふ
や
う
な
公
卒
な
立
場
に
あ
る
も

の
が
資
本
家

の
代
表
者
井
に
勢
働
者

の
代
表
者

と
協

同
し
て
之
を
定
む

る
の
外

は
誤

。
そ
し
て
利
潤
に
し

て
も
餐

に
レ
て
も
、
何
れ
の
國
に
て
も
歴
史

の
霧

ε

て
既
存

の
あ

が
現
に

あ
み
。
か
ら
し
て
其
を
先

つ
土
書

し
て
、
其
後
、
特

の
経
過
捧

ひ
て
若
干
の
攣
更
を
架

る
こ
を

す

へ
き

「で
あ
る
。
利
潤

に
在

っ
て
は
其

々
の
事
業

に
於
け
る
危
険

の
程
度
の
攣
更

、
資
本
利
子
標
準

の
攣
動
を
考
慮
す

へ

一
き
で
あ
り
、
勢
賃

に
在
て
は
生
活
程
度

の
饗
更

、
物
儂
の
攣
動
を
考
察
す
へ
き
で
あ
る
。
(此

に
普
通
利
潤

こ
い
ふ

な

の
は
箇

々
の
事
業
に
於
け
る
間
間
頗

る
人
な
る
例
之
四
割
五
割
こ
い
ふ
や
う
な
も

の
を
摺

す
の
で
は
な
い
。
む

…
し
ろ
其
々
の
事
業
に
於
け
・
株
の
雫
均
利
廻
を
見
て
居

・
。
碁

基
聾

す
.れ
ば
傘

患

ふ
夏

此
配
當

に
つ

時
事
問
題

栗

労
働
調
和
問

題

第

八
巻

(第

二
號

一
。
九
)

一
「五
五

「

,



畢

農

桑

欝

調
和
農

笑

巻

第̂
二
號

一
一
。
)

二
五
六

…

,
器

役
。
如
き
、
の
は
某

家
に
入
れ
・
か
、欝

者
に
入
れ
・
奮

・
ふ
綴

・
を

う
が
、予
髭

春

本

　騒

麓
癖

雛
糠
無
職欝
諏
繋

嚢

蕪

雑
蝋墓

　
を
横
…成
す
る
こ
ε
に
な
れ
ば
・
其
場
合
に
於
け
る
取
締
役
は
各
代
表
す
る
本
人
た
る

も
の
」
利
益
配
當
中
よ
り
其

.

盆

馴
を
学

べ
き
で
あ
る
。
其
は
各
利
盆
團
臀

部

の
問
題
で
、
蕩

資
本
間

の
關
係
の
問
題
で
は

な
い
・

囲

・

姦

・
盆

上
・
見
地
か
最

雰

配
墨

・
爲
・
・
薬

鑵

響

が
騎

利
益
の
葦

な
雰

配
隻

眈
る

　糞

難

韓
縫

館
腰
馳鎌
縫

羅
綾

難

頚

助

む
を

い
ふ
ご
墓

考
え
暑

、
。
若
も
斯
か
竈

繋

普
及
す
る
こ
菱

な
れ
ば
、
分
配
の
苦
情
経

程
少

く

τ

る
患

ふ
・

薩

分
配
に
つ
き
苦
情
が
あ
り
、
特
に
夫
の
資
本
家
馨

の
下
に
於
け
る
利
盆
分
與
制
度
鋳

し

て

も
募

働
者
・
薦

・
あ
・
・
は
、
砦

於
・
矢
張
・
桑

家
が
甘
・
汁
姦

・
撃

て
居
る
・
彼
が
其
利
益

斎

算
を
羅

化
し
て
居
・
恵

ふ
・
居
・
か
ら
で
劣

。
蟹
隈
夫
の
利
益
分
誓

い
ふ
て
も
株
式
會
甦

奉

加

ξ

利
益
計
算
の
綾

的
農

・
・
れ
・
居
・
場
合
・
は
ま
養

い
が
、
箇
入
舞

・
粟

で
は
利
益
の
計
舞

礎

…

甚

柴

明
瞭
で
、
到
底
其
・
・
募

響

・
・
て
楚

せ
・
む
る
こ
・
は
出
來
茨

。
然
・
叢

喬

人
婁

…

馨

香

嚢

萎

る
審

問
肇

、
凡
べ
て
資
本
の
提
供
募

力
の
提
薯

が
叢

の
代
表
者
葺

て
響

に
.

.

當
ら
し
む
る
こ
§

ず
る
弩

ば
、
此
苦
情
は
な
C
な
・
へ
き
で
あ
・
。
特
髭

に
な
れ
ば
・
生
轟

瞥
の
方
針

・



書

幅
.案

譲

、。
霧

参

覧

で
焦

、
.勢

譲

・
毒

奮

・
割
・
…

こ
董

釜

・嚢

分
子

・-

「票

利
憲

ん
で
も
、傷

者
羅

拝
を
計
る
こ
嘉

恵

ぞ

行
は
る
こ
毘

幾

っ
て
庇

黙
か
ら
も
欝

,的

擢

姦

済
す
る
こ
薩

な
る
ご
思
・
。
唯
茎

鐘

讐

活
動
が
馨

か
築

・
傾
は
あ
る
・
資
本
保
護

の
立

「場
の
み
か
、
割
出
し
て
覇

・
る
の
こ
、
武
毎

力
・
利
益
を
・
考
・
て
蕩

す
・
雪

で
機

磐

瑳

も
異

皇

。
を
選

。
塾

生
籌

策

が
或
・
現
奮

難

の
下
に
於
け
・

よ
　

小
息

る
こ
蕃

想
像
し
な
け

.

れ
ば
。
ら
。
。
併
し
又
進
ん
で
考
ふ
・
昆

新
羅

に
於
・
生
罷

率
が
増
加
す

・
の
見
込
も
あ
る
・
蕩

黍

謹

し
て

恵

醤

諭

き
、
号

現
在
に
於
・
・
が
如
き
時
あ

同
罷

工
蓼

も
な
く
な
る
こ
亮

依
る
利

漉

も
あ
る
。
.で
必
ず
し
も
生
産
上
に
も
不
利
議

・
へ
崇

、
併
し
馨

砦

於
・
不
利
で
あ
っ
た
に
し
て
も
・

[若
も
分
配
の
傘

ご
い
ふ
ご
墓

審

上

房

重
要
で
ぎ

弩

ば
、
多
少
薯

を
繧

に
玄

塾

し
と
も
考

皿
え

ら

る

、
。

、田

此
新
組
織
。
下
・
て
養

奪

力
の
書

契

張
晶

の
現
制
・
下
・
於
け
・
利
益
盆

莫

讐

様
享

へ

き
で
、
笙

次
に
は
並.悪

餐

善

通

の
利
潤
蕃

引
去
り
、
第
二
次
に
於
て
馨

の
利
益
無

力
及
菓

に

均
分
す
へ
き
で
あ
・
.
此
に
資
本
濁

し
て
羅

な
・
利
子
が
支
控

葉

・
て
警
標

利
廻
が
興

重

る
あ

で
あ
。
か
ら
、必
然
、
妻

結
果
の
墾

に
終
れ
・
場
禽

舞

は
直
接
に
は
專

ら
某

の
走

畢

へ
き
で
あ
る

で
傷

者
昆

損
失
を
直
接
費

繋

る
こ
薩

な
い
が
、
併
し
其
藁

・
素

麺

の
已
む

な
き
に
至
る
こ
.ご

蕩

ら
う
、
其
が
爲
・
に
髪

傷

者
の
困
難
　

螢

う
が
、
其
だ
け
舞

働
誉

於
て
豫
め
覇

す
へ
き
で

肇

聞
界

資
本
盆

調
和
腰

.

.

.

第
八
登

第
二

號

≡

;

毛

・
.
.
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…

撃

腰

.

寒

雷

調
和
問
題
.

実

費

第
二
號

=

三

二
大

鑑
蠣
講
足継

懲
軽

罵臆灘

鱗

一

奮

い
き

、
変

事
誇

存
立
轟

に
は
人
的
分
子
易

的
分
子
・
を
要
し
、
何
れ

を
偏
掌

る
こ
嘉

蛋

而

誉

・
峯

・
盤

…

i

て
共
・
・
、
各
分
子
塁

妻

・
於
て
連
帯
利
鏡

を
有
つ
へ
　

の
で
あ

る
。
蓋

に
輩

雰

配
に
於

「{

均
分
に
す
・
言

外
に
、傘

な
・
方
禁

輩

か
・
で
あ
る
・勿
論
人
々
の

房

。
・

つ
て
は
、
或
暑

歪

偏
事

・
も
あ
ら
う
し
、
或
暴

力
.・
偏
事

　

あ
ら
う
・
讐

凡

へ
て
公
李

一
で
な
い
。
勢

偏
轟

か
ら

い
へ
ば
、
資
本

は
凡

べ
て
驚

警

ミ

い
寛

解
も
あ
る
.が
・
賛
否

て
凡

べ
て

盗
賊

の
結
果
で
は
な
い
。

(醗

ε
い
ふ
の
は
葎

よ
の
意
味
で
は
ぞ

、
嚢

上
の
意
味
な
る
こ
易

論
で

あ

叢

講

欝
鵬構　蕪

雑

　繋
旗館

城

遭
は
い
へ
。
い
、
呪
。
夫

の
舞

の
力
に
よ
、り
勢
芋

・
て
糞

・
あ

・
在
・
…

毒

害

-
だ
け
に
て

。
不
當
で
あ
、
が
、
其
を
饗

芋

・
て
態

保
存
・
生
壽

・
使
孕

る
こ
・
蕊

・
馨

注
蕊

力
濁

し

…
て
は
相
當
の
儘

藷

め
な
け
れ
ば
な
ら
・
.
,其
…

て
世
羅

鍵

蓬
養

献
ず
る
黎

に
扮
し
て
塁

張

裏=

.

隷

難

盤

圃蘇
幾

耀醤

鞍

訣
誰
欝
報

時灘

.

.

冒



『雪道

馨

蔵

鋒
.
審
.
沸
.尺
難

略奪

窺

い
."
、、尤
む
,此
欝

、繕

勢
に
.よ

っ
て
簗
.更
窶

す
.還

せ
あ
、ゑ

ぎ

.霞

メ

4

、
私
が
之
鐘

想
ε
煮

て
居
る
の
で
は
・
い
.
倉

舞

で
異

れ
位
・
醗

玄

・
が
霊

當
意

ふ

・

の
み
で
あ
る
o

.

,

　
ラ

一
六

　
く

慮

で
人
世
親
に
於
て
調
和
や
平
和
を
愛
す
る
人
の
中
に
就
き
て
も
、
恩
情
主
義
に
よ

っ
て
資
本
勢
働

の
調
和
を

一
期
。
窪

い
ふ
人
が
あ
・
。
箆

其
が
呆

固
有
の
義

義

の
結
饗

藁

情
の
羅

で
あ
髪

か
・
日
本
画

存

の
毒

窺

の
藁

に
出
・
差

・
ふ
て
、
・
本
響

の
蓋

、日
本
馨

の
問
題
解
決
替

ミ

唱
へ
ら
れ
て
居

轟

。
此
讐

も
眞
に
撃

理
解
せ
ら
れ
て
居
る
な
ら
ば
、必
ず
し
も

一
概
に
排
斥
す

へ
き
も
の
で
は
な
い
。某

家一

一
も
蕩

.者
も
美
髪

理
解

雫

に
蕩

・
、
且
つ
堕

養

本
家
が
邑

の
利
益
を
馨

に
し
て
も
+
分
に
鶴

者
の
籍

を
計
る
。
全
豪

族
の

頁

の
聖

、小
供
の
如
き
理
解
を
以
て
之
に
摯

謹

い
ふ
の
弩

ぱ
冥

は

決
し
て
不
當
で
は
な
い
。
洵
に
美
風
で
あ
っ
て
、餐

直

掛
倒
.者
も
喜
ん
で
資
本
家
の
徳

に
墨
す
で
あ
.ら
う
ρ

一併
し
其
は
多
く
の
場
合
に
は
行
は
れ
な
い
。
實
際
現
代
的

の
事
業
に
て
は
先

つ
行
は
れ
な
い
こ
ご
で
あ
る

。
.獲
達

　程
度

の
幼
稚
な
る
手
工
業
制
な
ざ
の
下
に
は
其
も
相
當
行
は
れ
得

る
。

が
今
日

り
工
場
工
業
菰
ご
に
は
到
底
行

は　

一
れ
な
い
。
資
本
主
ご
勢
働
者
ざ
が

一
緒

に
勢
倒
す
る
の
で
ぼ
く
て
、
精

々
資
本
主
の
代
理
人
ε
勢
働
者

ご
が

「
緒

.

庭

働
き
、
某

藷

代
理
人
も
畢
輩
、
資
奎

の
利
益
の
短
め
に
、
蕩

蓼

監
撃

・
が
如
き
態
度
各

つ
場

」合

に
は
到
底
行
は
れ
得
な
い
。
此
場
合
に
て
も
恩
情
主
義
違
い
ふ
て
多
少
勢
飢
者

の
利
益
を
計

る
こ
ご
も
行
は

る

…
る
が
、
併
し
實
は
其
は
つ
ま
り
ほ
ん

の
轟

で
あ

っ
て
、
或
は
気
休
め
募

っ
て
・
結
局
資
本
家
に
都
、合

の
憂

い

時
爵

函

渠

盆

瓢

腰
.

」

笑

貧

第
二
讐

=
シ

三
禿

・

.

■



時
事
腰

資
雰

働
調
和
巖

笑

巻

(第
二
號

=

四
)

二
六

。

だ
け
・
て
因心情
圭
誓
.
振
・
廻
・
・
、
心
農

で
旨

己
の
磐

泰

・
利
餐

摩

る
こ
昆

専
念
す
る
の
で

…
あ
る
。
其
れ
で
・
到
底
勧

奨

遭

せ
・
る
こ
筐

な
・
。

蒔

嵩

拳

饗

す
る
窪

が
出
水

て
も
・
幾

皿
許
も
な
く
其
が
出
来
な
く
な
る
。
或

は
夫

の
利
益
分
與
を
も
恩
情
主
義
か
ら
之
を
行

ふ
ご
い
ふ
の
で
あ

る
が
、
其

一
も
在

来
行
は
れ
な
る
庭

で
は
、
利
釜
中

の

「
小
部
を
分
奥
す

る
に
止
ま
っ
て
、
眞

の
恩
情
.で

な
い
、
手
段
ご
し
て

の
因
祷

に
止
ま
る
・
蕃

見
穿

れ
ば
な
鼠

。
今
日
の
如
皇

場
制
譲

達
捧

ひ
て
は
労
働
者

も
資
本
家
に

画

し
て
生
徒
關
歴

て
は
満
足
せ
ざ
・
こ
§

な
・
。
彼
箆

於
て
養

本
家
鋳

し
封
尋
人
肇

し
て
認
め
ら

　
。
≧

孝

要
求
す
・
の
念
が
肇

な
・
。
又
其
が
正
當
で
あ
・
。
然
・
暮

は
恩
篁

義
で
は

な
く
・
権
利
零

「し
て
利
益
盆

嶺
案

ず
る
こ
と
・
も
な
ら
ざ
・
を
得
蹟
。
既
礁

勢
莚

ん
で
霧

制
の
蓬

・
・
ほ
で

・

…
る
ご
き
は
、猫
り
工
場
勢
働
者

の
み
な
ら
す
、
手
工
業
の
勢
働
者
も
が
漸

次
人
格
親
を
有

つ
こ
と
に
な
っ
て
、
恩
情

　
妻

に
甘
ん
せ
ざ
自

誓

な
・
弊

あ
・
。
又
手
工
業
の
天

白
ら
夷

張
り
次
箆

強
き
瞥
利
蜆
姦

肴

　
・
こ
・
に
・
り
、
鬱

蒼

碧

霧

倉

よ
・
は
先
言

己
・
利
益
・
係
争

る
を

薯

ふ
る
こ
ξ

な
る

一
斯
か
る
慧

の
下
に
鶴

首

到
懸

篁

義
湯

足
す
る
こ
農

暴

な
い
・
併
・
此
王

業
の
下
に
於
て

も

毒

制
の
下
に
於
て
も
、国
構

妻

室

舟

は
れ
な
い
譲

い
へ
な
い
。集

薬

心
か
呈

を
信
じ
て
之
を
行

葱

い
ふ
ご
巌

想
像
し
得
る
。
併
・
共
窪

れ
慧

ひ
切
っ
て
勢
働
者
を
優
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
・
夫
の
利

益

豊

本
蕩

募

易

論
、
獲

蒼

走

も
欝

欝

配
墜

多
く
し
な
け
れ
ば
弩

ぬ
・
結
局
是

徹
底

し
た
る
因
箒

主
義
は
鶴

者
の
人
簿

垂

誓

え

大
差
な
き
賛

を
示
す
ご
歪

な
る
・
併
し
肇

虚
偏
な

ム

恩
情
韮

を
排
斥
し
な
け
れ
婆

畠

。其
が
裂

問
舞

決
の
資
肇

き
こ
著

明
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
・

層

.

冒



ノセラ

」
.
.

「
.
.層「
.

佳

」

斯

く
て
若

も
世

の
中

の
凡

へ
て

の
事

業

に
於

て
資

本
勢

力
対
等
纒

轡

の
新

組
織
に

て
も
行
は

る

、
こ
ご
に
な
れ
、

寂

、
多

分
両
者

の
間

の
關

係
は
調
和

さ

る

N
を
得

乃
に
近

い
ご
思

ふ
が
、
併

し
真
庭

ま

で
資

本
家

が
理

解

し
同

意

穿

る
。
筐

な
る
の
は
讐

困
難
の
旨

意

ふ
。前
途
遼
婆

考
え
る
。含

資
本
家
が
写

し
て
一

真
婆

で
の
譲
歩
を
す

る
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
段
々
共
を
試

る
人
も
出
て
來
や
う
。
次
第

に
實
行
者
が
増

え
る
か
も
知
れ

ぬ

が
、
併

ル
大
磯
鳳
ま
だ
↑

現
制
を
固
守
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
現
制
の
下
に
利
益
分
與
ご
い
ふ
窪

が
或

は
棚
當
に
多
く
行
は
る
、
か
も
知
れ
ぬ
が
、
其
こ
て
も
均
分
主
義
ま
で
は
仲

々
行
け
ま

い
。
ぞ
し
て
現
制
の
下
に

一
於
け
る
少
・
の
利
金
盆

ハで
は
、
根
本
的
に
少
窪

も
箇
人
集

薯

で
は
利
益
計
讐

關
す
・
苦
情
も
あ
っ
て

十
分
に
勢
働
者

の
満
足
を
得

る
こ
&
は
出
來
ま

い
。
で
所
詮
、
現
在

の
資
本
家
本
位
制

の
下
で
は
、
そ
し
て
此
制

…
度

か
ら
離

れ
る
こ
ε
は
困
難
で
あ
ら
う
が
、
真
下
で
は
何
ご
い
っ
て
も
資
本
家

こ
勢
働
者

こ
の
対
抗
に
於
て
、
資

一
本
家

の
方

の
分
前
が
多
く
な
る
傾
が
あ
り
、
そ
.し
て
之
に
射
し
て
勢
働
者
が
真
正
翫

に
受

く

へ
き
分
前

を
主
張
す

る
に

つ
き
て
は
、
伺
う
し
て
も
彼
等
め
組
合
井
に
同
盟
罷
工
を
寫
す
ご
巴
に
行
く
外

は
な
い
。
企
業

の
仕
組
其
れ

身

終

て
馨

が
某

家
の
恣
意
に
・
つ
て
行
・
れ
て
彼
の
方

に
蓉

窪

く
な
る
傾
を
も
つ
が
・
更
雰

配
.

　
上

彼
等

の
境
遇

か

ら

い
ふ

て
も

、
資

本

家
に
は
韻

む

へ
き
財
力

の
後
援

が
あ

り
、
勢

働
者

に
は
之

を
峡

き
、
前
者

…
は
仲
間

の
活

が
協

定

す
る

こ
ご
が
極

め
て
容

易
に
叉

不
明

の
問

に
も
行

は

る

エ
の
に

、
勢
働

者

の
方

は
其

が
六

つ
.

か

し

い
こ
い
ぶ
に
於

て
、
伺
う
し

て
も
勢
働
者

に
不

利
が

あ
る
。

其
れ
故

に
勢
働
者

に
團

結

し
て
自
己

の
勢

働
僚

、

.

件

を
有

利
逸

せ
ん

が
爲

め

の
行
動
を

寫
す

の
自
由

を
認

む

る
こ
ε

が
公

卒

土
必

要

ε
な

る
。
勿
論
其

が
矯

め

に
肚

時
事
問
題

資
本
勢
働
調
和
問
題

.

第
八
巻

(第
二
號

一
一五
〉
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八
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一
　
・難

・難

雑

　
ぬ・
此
は難

し
鑓

蝶

趣

に
　

エを

殉

し
、
共
妻

ご
し
て
組
合
を
作
る
こ
凝

少
・
も
鍔

へ
・
理
由
害

…

馨

其
が
憲

上
物
欝

に
不

、難

凝

嚢

鋤難
磐

雛

藩

魏載
傭
.

・
ゴ
問
題
・
審

組
建

制
・
薩

丞

・
然
・
震

に
任

か
す
か
・
菊

の
轟

く
乎

れ
ば

.

舞

。
る
形
の
、
。
手

・
か
、と
い
・
・
皆

、
冒

羅

工
・
障
禦

・
婆

獲

孕

七
條
(井

に
三
+
條
)

。
修
正
。
。
か
、
之
を
生
か
・
て
撰

て
蓋

用
・
孟

減

レ
・
寛
大

・
扱
・
奮

・
ふ
こ
ご
で
あ
る
・
第

丙

　簾

舞

麺

麺

醤讐

忽
ゼ羅

雛

騒

籔馨

　難
鞭
鋸
髭

難

塘艱

難

辱
鞠

鱒

曝
駆嚢

講

掛
引
す
る
と
同
位
・
も
・
で
あ
る
.
.若
も
此
・
罷

工
蕃

萎

合
…

蓬

す
る
な
・
ぱ
・
撃

蘇
謹
鍍

灘

欝
欝
ぺ端縫

騨

鰍
鰯
鶴

鱒
踊誘

来
し
π
も
の
で
あ
る
.
砦

既
に
法
制
に
な

っ
て
居

・
望

・
、
蕩

馨

挨

制

・
も

・
ε
し

て
養

い
・
加

之
、
勢
勧

組
合
は
輩
に
争

の
手
段

ε
な
る
の
み
な
ら
ヂ
、
他
方
に
彼
等

自
ら
の
纒
濟
上
蓮
義
上
向
上
の
目
的
を
も

.,



落

す
・
護

差

・
。
義

蒼

し

・
棊

此
方
面
に
+
労
農
.
・
・
や
う
之
筋

長
指
導
す
き

墓

有
益
で
.

一
あ

る
。
傷

者
の
萬

痙

濟
歯

難
笙

じ
砦

場
禽

欝

、
金
の
黙
に
於
て
、
澄

授
籍

藷

介
警

の

「黙
に
於
て
の
奮

詫

組
A
、
・
て
行
ふ
旨

も
崇

・
。
置

・
・
つ
・
後
彎

道
埜

の
向
上
・
即
ち
自
助
酌

量

月
を
行
ふ
量

も
出
来
る
。
で
此
等
・
方
面
を
も
雰

考
慮
・
窺

A
・
・
作
・
・
其
憲

刻

下
緩

く
の
が

璽

暑

蚤

・
・
。
・
・
て
此
が
出
来
る
縞

鯵
塁

議

の
起

つ
た
妄

・
必
事
し
も
厨
盟
罷
工
に
行

か
す
と

…
も
先
見

蕩

.組
合
の
代
馨

と
資
本
家
の
代
砦

あ

蕎

討
議
に

よ
り
、
傘

な
皐

寓

解
決
奮

乗
る

。
筐

も
な
り
、
共
基
欝

な
・
。
見
楚

よ
つ
て
は
造

合
拳

の
手
段
論

ふ
よ
り
は
・
む
し
ろ

一
.塁

く

資
毒

力
調
和
の
手
段
こ
し
て
働
-
窪

に
な
り
得

・
。
若
・
此
組
合
確

純
旨

欝

璽

昆

の
み
任
か
書

き
は
、
或
は
却
っ
て
険
悪
な
・
馨

獲

達
し
て
、
徒
ら
に
争
の
爲
差

雲

華

和
を
薯

こ
ミ

は
な
島

一
か

ご

も

心

配

せ

ら

る

Σ

。

ロ
　

　　

　

れく

は

亥

は
蔀

の
論
喬

別
髪

際
、
蕩

妻

黍

警

・
團
鞍

作
・
面

滴
旨

趣
を
疑

し
や
2

案

が
あ
る
。其
窶

す
・
墓

は
聚

某

舞

響

が
出
・
合
ふ
て
、謬

多
書

行
止
は
聚

養

本
家

表

出

…
し
て
之
を
作
る
。
そ
-レ
て
此
に
春

本
.餐

箆

鬱

蒼

訓
育
し
、
争
あ
・
妄

は
霜

的
に
解
決
し
・
失
業

…
者

星

じ
た
る
場
倉

見

組
合
に
て
紹
介
・
や
う
誤

ふ
の
で
あ
・
・
嚢

霞

之
を
以
て
蕩

組
食

代
へ

蕉

や
う
で
あ
る
。
併
し
斯
か
る
團
讐

初
め
よ
り
資
本
家
の
爲
め
に
考
え
ら
巽

も
の
で
・
其
に
て
鶴

者
の

一
利
禦

+
君

公
歪

・
保
護
・
れ
・
・
結
餐

…

勿
論
砦

依
っ
て
も
夢

働
者
の
利
無

多
少
は
進

め

難

問
題

資
奪

働
鶉

問
題

・

第
八
巻

〔讐

號

=

七
=

エ
ハ
[二

F



時
蕎

題

資
蓊

欝

和
綴

・

第
八
費

第
二
竺

天

)

二
茜

…
ら
る
＼
。
併
。
某

家
本
位

の
下
に
於
て
碁

・
。
其
整

欝

嚢

昆

す
れ
繕

箆

に
達

せ
ざ
る
慧

…
。
。
る
。
到
底
、び

ヂ
認

蟹

・
方
響

は
な
れ
課

.
尤
・
呆

・
現
在
鐸

薯

の
識

、寮

覆

度
で

「髭

位
。
あ

が
適
當
で
輩

か
誤

ふ
男

も
あ
・
。
或
・
然
・
か
・
知
鑑

が
・
會

に
て
五

部
の
も
の

一
に
於
て
は
、姦

日
は
段
々
塁

毒

謹

於
て
之
を
喜
撃

、鬱

蒼

蕩

蒼

し
て
團
結
し
た
い
・
そ
し
て

繧
麟

震
鑛
簾

.瓢

.靭
繋

す彊
麟

.饗
雛
難

甕
擁

恵

。
切
。
て
欝

組
A
.岩

舟

養

い
.
此
も
彼
・
其
・
両
立
喜

や
と

・
霧

も
あ
る
が
」
、其
で
は
鶴

翼

部
騒

迷
・
・
け
れ
ば
・
泉

、
二
薯

粗
食

學

・
場
合
も
暴

て
復
円
ら
困

ら
な
け
れ
ば
弩

な
い

。
竈

筆

る
。
何
れ
か

芳

重

る
手

れ
舞

働
套

蕩

蕩

毒

に
.て
共
通
利
益
を
計
る
組
合
を
勧
む

　
べ
き
で
あ
。
。
動
、
す
れ
募

働
者
を
・
て
某

家
の
麟

的
地
位
に
盤

が
如

き
羅

は
初
め
よ
・
考
え
な
い
.

餐

.
。
含

の
資
本
制
・
舞

羅

の
下
・
は
、
只
ミ

資
黍

・
好
響

…

て
居

る
の
に
・
荷
ほ
塾

に
緊

の
制
度
こ
し
て
、
警

調
和
の
名
燻

れ
て
彼
舞

私
慾
を
醒

せ
・
む
る
が
如

き
は
・
蔑

す
る
慧

一

薄

。
。
。
尤
、
欝

組
A
.恵

め
た
土
・
て
、
其
袋

秀

雰

舌

、
裏

家
・
代
表
募

蓄

を
.集
め
て

事

に
中
立
分
子
を
漫

季

議
決
定
の
爾

を
作
る
慧

鍛

て
不
當
な
鼻

・
の
み
な
象

・塞

で
あ
ゑ

　の
　

く

げ

一

筆

同
罷

工
に
つ
き
て
は
治
譲

纂

法
+
毛
擦
中
の
同
罷

工
の
爲
め
他
人
謬

響

く
は
煽
動
を
智

こ

…
ご
を
禁

じ
穴

る
の
を
解

く

へ
き

や
が
問
題

と
な

っ
て
居

る

が
、

一
部

の
人

は
此

を
其

儘
に
し

て
行

政

の
手

加
減

に

一
て
之

を
罰

し
な

い
こ
ご
に

し
て
は
伺

う
か

ご

い
ふ

の
で
あ

る
が

、
法
律

に
明
文

が
あ

る
の
に
、
之

を
行

は
ぬ

ご
か

嘉

減
す
。
蕊

ふ
忌

は
法
治
國
雫

に
穏
當
で
な
い
。
葎

の
畠

解
響

い
き

竃

あ
る
が
・
斯
か
る

.



呑

壽

寧

・
も
・
纂

・
褻

・
縫

を
用
・
・
の
・
馨

で
蔭

の
で
は
な
い
か
・
.此
規
定
を
用
ゐ
誓

い

…
…

雛

謎
襲

雛
雛
轄
強隷

無
難

簾
舞

鍛
桝髪
も

蕪

騨
総

齢
ザ轄

讐
赫鯵
嵩
難

難

吋藤

搬
壇鱗

一
に
例
の
な
い
の
で
、
日
本
の
國
際
的
立
場
か
量

ξ

、
畜

馨

し
て
大
野

し
て
立
行

く
上
か
ら
・
斯
か
る

誘

働
莚

迫
の
墾

叢

去
る
方
が
饗

の
や
う
で
・
・
.
蕩

誉

地
位
・
穿

里

・
?

あ
る
倉
.
の
世

誘
鹸
縫
.照
灘

縫

繋

韓

讃躰蝶
讐

難

燃號
離

せ
ら
れ
排
斥
せ
、
る
N
の
本

・
作
・
。
改
髪

毛

は
竃

ま

い
。
或
は
同
盟
罷
工
に
つ
三

毒

に
畢

募

画
鰭繍
蕪

雑

羅

融
解畑総

轄

輪

読
欝
欝
杓鵬鯉
.

濃

髪
雛

較
罐
製
親猛
鎧

鰭

翻韓
鐸

暢
塒畿

「ノ

ご
の
關
係
な
く
し
て
の
み
同
盟
罷
工
を
起
す
こ
ご
は
事
實
六

つ
か
し
く
、
時
に
外
部

の
人

の
意
見
を
き
く
こ
ご

　
も
勢

謹

書

る
.毒

ぬ
の
に
、
共
を
も
凡

へ
て
罰
す
・
蕊

ふ
の
は
墜

に
酷
で
あ

・
・
特
に
蕩

馨

が
出

㎝
来

る
こ
歪

な
れ
ば
必
然
、外
部
よ
り

の
誘
蕩

動
が
起
羨

け
れ
ば
な
畠

。
其
は
凡

べ
て
可
け

な
窪

い
ふ
な

一
ら
ぱ
、
其
は
馨

歩

働
套

、
羨

き
欝

に
請

す
・
高

様

で
あ

・
。
近
代
人

の
希
望
に
は
適
は
な
い
・

一
す

べ
て
此
同
罷

工
が
暴
薯

迫
獲

箸

件
は
な
い
限
り
は
、
不
法

の
も

の
で
な
い
享

る
の
で
な
け
れ
ば
・

一眞

に
勢
働
.者

の
.地
位

を
認

め
だ

こ
は

い

へ
な

い
。

一

.

暴

綴

資
雰

鱈

和
問
題
.

、
.

第
翁

(第
二
讐

一
九
}・

二
套

`

層

.,


